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feeder と Tough object feeder でのみグループ間に有意な差異が検出され(P=0.044)、前者は近心側・遠心側が内側に























出 DNA から PCR 法で MC1R 遺伝子部分を増幅し、コーディングとプロモーター領域の合計約 2000 塩基の配列解
析を試みた。その結果、6 例(75%)で PCR による増幅・遺伝子解析が可能であり、2 例で PCR 増幅不可であった。 
以上の結果より大部分の糞サンプルで PCR 増幅により遺伝子解析が可能であることが判明した。また PCR で増
幅できないサンプルでも、解読可能サンプルの情報を用い Real Time-PCR 法での SNP 解析は可能と考える。 
B-47 低酸素化あるいは再酸素化がニホンザル血管機能に及ぼす影響 
田和正志, 岡村富夫(滋賀医大・薬理学) 所内対応者：大石高生 
可溶性グアニル酸シクラーゼ(sGC)には、一酸化窒素(NO)によって活性化される還元型(reduced sGC)とされない
酸化型(oxidized sGC)、ヘム欠失型(heme-free sGC)の 3 種類が存在する。近年これらの sGC を標的とする種々の薬物
が開発されており、sGC stimulator は reduced sGC を、sGC activator は oxidized sGC および heme-free sGC をそれぞ
れ NO 非依存的に活性化する。 
本研究では、摘出したニホンザル冠動脈を用いて低酸素あるいは再酸素暴露が sGC stimulator あるいは sGC 
activator による血管弛緩反応に及ぼす影響を検討した。その結果、低酸素あるいは再酸素暴露により、sGC stimulator
による反応は減弱し、sGC activator による反応は増強した。本研究結果は、低酸素あるいは再酸素に暴露された冠
動脈では、発現する sGC のフォームが reduced sGC から oxidized sGC、heme-free sGC へと移行していることを示唆
している。 
B-48 冷温帯スギ人工林におけるニホンザルの餌資源となる液果生産量の評価 
坂牧はるか(宇都宮大・農学部附属里山科学センター) 所内対応者：半谷吾郎 
本研究は、非積雪期において針葉樹人工林のニホンザル餌資源量を評価するために実施した。計画では、液果生
産量を評価する予定だったが、平成 24 年度は液果が凶作で、ほとんど結実が見られなかったため、ニホンザルの
餌資源として機能する樹木(液果･堅果)の立木本数を、若齢針葉樹人工林(林齢 40 年未満)、壮齢針葉樹人工林(林齢
40 年以上)、広葉樹一次林および広葉樹二次林において評価した。その結果、液果類は若齢針葉樹人工林および広
葉樹二次林、堅果類は広葉樹一次林および広葉樹二次林に多い傾向が見られた。以上から、非積雪期においても若
齢針葉樹人工林はサルにとって採食地として機能する可能性が示唆されたが、壮齢針葉樹人工林は採食地として機
能することが難しいと示唆された。また、餌樹木の胸高直径や樹高は、広葉樹林と針葉樹林とで異なる傾向が見ら
れた。広葉樹林では餌樹木の胸高直径や樹高が大きく、針葉樹人工林ではそれらが小さかった。今後の課題として、
餌樹木サイズと結実量(サルの餌資源量)との関係を調査する必要があると考えられる。 
